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浅間台の子育て支援クラブ「ブルースター」

が、学校や幼稚園のママ友と協力して、子育て

世代の力を発揮しました。全戸配布された案

内も、カラー

で大きく目

に飛び込み、

分かりやす

く書かれて

いました。 

フリーマー

ケット 10 店

舗・手づくり

ワークショ

ップも5店舗

が揃いまし

た。お得な値

段で買える物がたくさんあり、子ども達も喜

んで買い求めていました。スポ少パワーズによる模擬店も

出ました。2 階では、これも初めての試みで、浅間台の 3

つのお習字教室が子ども達

の作品を展示してくれまし

た。指導者の話を聞くと、子

ども達が大変頑張っている

のがよく分かりました。普

段見られない子ども達の姿

で感銘を受けました。また、お孫さんの作品

をスマホに撮る家族の笑顔が印象的でし

た。今後は、他のお習字教室にも出展をお願

いしたいです。さらに会館祭りでも子ども

達の作品を展示できたらと考えています。 

秋空に恵まれましたが、集客面ではいま

いちでした。初めての実施の試練でしょうが、スタッフはやったという自信もつけ、笑顔で再

会を誓っていました。今後は年 2 回ほど地域に定着できるように自治会の計画に組み込んでも

らいたいと言っていました。 

 

 



 ２階展示室では に入り込んだ気分です。部

屋の入口のお面の下にはお花も飾られました。 

子ども達のお習字はのびやかに力強いものでした。中学

生・高校生の作品は見応えがあり、大人の作品にも負けて

いません。 

ひょうたんのランプシェードは、1 丁目の倉田さんの作

品で、ひょうたんに穴をあけビーズなどで色々に飾られて

いるそうですが、明かりをつけると神秘的な気分になりました。プロの作品のようで譲っても

らえないだろうかと 3人の来館者に聞かれました。 

小和室の では、作法に

のっとりお茶をいただこうとしています。先生

は 4丁目の小林さんで、お茶は菓子とセットに

なります。北本まで菓子を求めに行ってくれま

した。テーブル席での気楽なお茶会です。床の

間には掛軸と花も置かれ、落ち着いた気持ちに

させてくれます。子どもにとっては初めてのお

茶は苦く感じますが、お菓子で口慣らししてか

らのお茶体験です。大人で体験できた人々は大

変喜んでいました。小林さんは午後のフォ―ク

ダンスにも出場しました。 

初めての試みでしたが、ジュニアの投句を今後期待したいです。       

一般投句数は 39 句、浅間台川柳大賞 2025 の投票数 121 票で賞を決めました。 

浅間台川柳大賞   4 丁目の久保さん 「大谷の 出番によって 朝決まる」 

優秀賞  2 丁目の加藤さん 「学童を 富士も見守る 浅間台」 

佳作   3 丁目の古賀さん 「下校時の 子らと笑って ハイタッチ」  

        佳作   4 丁目の今井さん 「AI で どこまで暮らし 変わるやら」 

浅間台川柳では、辛口なものよりは温かなつながりを示す作品が多かったです。会館祭りで

の笑顔や普段なかなか会えない人との交流に喜ぶ姿も目に浮かぶようです。また子ども達を地

域みんなで応援しようとする気持ちも伝わってきます。浅間台川柳では、言葉に注目して生活

や自分自身を見つめているようで、来年度の取り組みにつなげたいと思います。そのためにも

ジュニアの作品を大事にして、子どもの思いを自治会の活動にも活かしていきたいです。 



浅間台のクラブの皆さんと、大石中学校のダンス部・吹奏楽部の

皆さん、さらに浅間台以外の皆さんの協力で体験や公演が行われました。 

 

子ども向けの三

角くじパスポート

では、子ども会の有

志が色々な場所を

回りポケモンのカ

ードを準備しまし

た。レアカードが出

た時は、2 階まで歓声が聞こえました。子ども達に

とってはよほど嬉しかったようです。さらに射的や新種

目マットスも、絶え間なく挑戦されていました。特にマッ

トスでは子どもの有志が世話人となり、ゲームを取り仕

切っていました。時にはおまけルールも飛び出し、皆さん

も楽しそうでした。これも目指す交流の姿の一つです。 

最後は餅つきで締めました。子ども会の有志で買い物を済ませ、前日から婦人会や民生委員

の有志が準備に当たりました。餅つき当日は睦会の動員がかかったようで、祭りのはんてん姿

で餅をこねています。仕上げの餅つきは

子どもも参加して楽しんでいました。お

餅はあんこ・黄

な粉・甘醬油が、

さらにたこ焼き

もふるまわれ、

大勢の皆さんが

楽しめました。

支えてくださっ

たスタッフの皆

さんに感謝申し

上げます。



◇ 町内活動に参加した場合も、「 のポイントが付加されます。お出かけ

しながら 散歩しながら 働きながら 地域の行事に参加しながら ポイントを健康づくり

に活かしてください。会館祭りでも、健康プラスで 20 ポイントが付加されていました。

◇ 12 月 1 日から民生委員体制が新メンバーでスタートしました。   （敬称略） 

二丁目と三丁目を担当する 

民生委員を各 1 名増員するこ 

とになり、これまでの６名か 

ら８名体制とし、新しい担当 

区割りで活動していくことと 

なりました。特に二丁目・三

丁目は留任の民生委員でも担

当が変更となることもありま

す。ご注意ください。         

今後の予定 

〇 12 月 18 日（木）10：00～11:30 わくわく親子サロン 

〇 12 月 30 日（火）9:30～ 元旦祭準備 

〇 元旦祭並びに三が日は破魔矢等のお札授与を開設します。 

〇 1 月 10 日（土）新年会（理事会構成員が参加対象です。） 

〇 2 月 1 日（日）予算編成会議 

〇 2 月 7 日（土）相談役・四役合同会議 

〇 2 月 15 日（日）会計監査会 

10 月 11 日（土）大石中学校で、避難所開設訓練が行われました。市の職員と中学校の先

生やボランティアの中学生、中妻・泉台・浅間台の関係者など 50 人ほどが集まりました。上

尾市作成の避難所運営マニュアルを基として、緊急時に対応できるように毎年訓練していま

す。訓練で必要な物は、防災倉庫に保管されています。鍵のしまった防災倉庫を開ける所から

訓練は始まり、緊急時に市民を安心して避難所に迎えられるように、受付準備・体育館の区割

り・隔離用個室の設置・設置されているトイレの確認・携帯トイレの設置・夜を想定した照明

機材の設置さらにエアーマットに空気も入れました。のぼり旗の設置・感染症予防対策・ペッ

ト同行避難者の対応等をも想定しています。浅間台の役員は、避難を想定し長机 6 台設置し

表示や筆記用具等で迎えるスタッフの間隔等についても提案検討しました。また、実際に避難

所で使うトイレの設置や体調不良者への対応について提案しました。当日雨でできなかった

発電機を後日動かし、照明機材の確認等も行いました。 
  同様に上尾高校・西小学校でも訓練を行っています。水害と地震では対応が異なります。 
残念ながら富士山噴火までの訓練はできていません。ハザードマップには指針が示されてい 
ますので、手元に置き確認をお願いします。 

＜編集後記＞ 会館祭りの川柳担当だった久保が、浅間台川柳大賞をいただいてしまいました。投票で選

ばれたことを素直に喜びたいと思います。今後はお知恵拝借しジュニアの参加も進めていきます。 

私は並ぶのが苦手でお餅にはたどり着けませんでしたが、フリーマーケットで欲しいと思っていた小さ

めのリックを見つけ、値切らなくてもとてもとても安く手に入れ得をした気分です。  （正）             

担当地域 氏 名 住　所 電　話

一丁目 友光　　克 1-13-8 773-4626

二丁目① 友光　　薫 2-25-35 775-8399

二丁目② 岡野悦二郎 2-22-3 772-3479

三丁目① 桜沢　徳子 3-14-22 090-8463-5402

三丁目② 友光　久恵 3-5-8 772-3372

三丁目③ 永江　幸子 3-27-9 774-5754

四丁目① 今井　幸基 4-9-23 080-5511-4327

四丁目② 柴田　奈苗 4-16-15 090-5498-2524


